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大貫　　操

一般社団法人　宮城県作業療法士会
「みやぎ作業療法」投稿執筆規程

１．原稿の種類と枚数について

[研究論文 ]

実験，調査，臨床経験などから得られた独創的で斬新な知見を含む結果の考察及び記述を求めます．

論文の形式は原則として，はじめに，方法，結果，考察，結論として下さい．論文の長さは，本文，文献，図・

表合わせて 400 字詰原稿用紙 20～ 30 枚とし，図・表は１枚１点で 10 枚以内，１枚は仕上がり 1/4

頁程度の大きさとします．

[ 短報 ]

独創性のある所見，見解の速やかな発表を期待する研究報告です．必ずしも論文の形式にまとまっ

ていなくても結構です．論文の長さは，本文，文献，図・表合わせて 400 字詰原稿用紙８～ 10枚，図・

表は１枚１点で３枚以内とし，大きさは研究論文に準じます．

[ 事例報告 ] 

形式は，はじめに，事例紹介，考察，結論などの項目を立ててまとめてください．論文の長さは，本文，

文献，図・表合わせて 400 字詰原稿用紙 10 ～ 16 枚，図・表は１枚１点で５枚以内とし，大きさは

研究論文に準じます．

[ 実践報告 ]

特色ある作業療法実践や，施設，勉強会，地域などで取り組まれている活動などについての報告です．

形式は問いません．論文の長さは，本文，文献，図・表合わせて 400 字詰原稿用紙 10～ 16 枚，図・

表は１枚１点で５枚以内とし，大きさは研究論文に準じます．

２．著者ならびに投稿にあたって

本誌への投稿は本会の会員に限ります．但し，編集委員会の決定により，会員外の著者に原稿を依

頼することがあります．なお著者の数は原則として５名までとします．他誌へ発表された論文，また

は投稿中のものは掲載をお断りします．

３．原稿の採否について

原稿の採否は編集委員会によって決定します．場合により，加筆，修正をお願いすることがあります．

また編集委員会の責任において，多少の字句の訂正をすることがありますので，あらかじめご了承く

ださい．

４．倫理性について

論文として記載される研究は，調査・研究の倫理的原則に従ったものである必要があります．事例

記述の際には，対象者の権利を尊重し，匿名性に配慮してください．また，発表に際して対象者から

同意を得たことあるいは，所属機関等の倫理審査を経ている場合はその旨を本文中に記載してくださ

い．

５．執筆要領について

①　基本的に原稿はパソコン（Windows）で作成し，デジタルデータを提出していただきます．アプ

リケーションは，本文は Microsoft Word，図・表・写真は Microsoft Word もしくは Microsoft 

Excel を使用して作成してください．また，写真は jpeg データでメールに添付も可能です . 日本

語表記は MS 明朝体の全角文字，数字及び英語表記は Century の半角文字を使用してください．

なお，句読点は全角の「，」「．」を使用してください．

②　論文は表題頁，要旨，本文，文献，図・表からなるものとします．

③　表題頁には表題，著者名，所属，キーワード（内容に関連すると思われるもの３つ程度）を記載

してください．

④　すべての論文に 300 字以内の和文要旨をつけてください．

⑤　文章表現は以下の点に留意してください．

・ 現代かなづかいとし，数字は算用数字，数量は国際単位系（SI 単位）記号を用いてください（例：

m，cm，mm，ml，kgなど）．

・ 外国人の人名には原語を用いてください．

・ 術語はできるだけ訳語を用い，必要に応じて（　）内に原語を入れてください．日本語化して

いるものはカタカナを用いてください．

⑥　文献リストは引用文献のみとし，引用順に文末に掲げてください（文献は原稿の規定枚数内にお

さめてください）．本文中においては，必ず引用箇所の右肩に○○○○１），○○○○１）～４）のように

肩番号を付してください．著者は３名までとし，４名以上は“他”とすることを原則とし，表記

の形式は以下の例にならってください．

　　　　―例―

１）岩間孝腸，原　英修，清水　一：座位保持機能未獲得な重症心身障害児の姿勢と感覚遊び

刺激に対する反応．作業療法 11：358-365，1992．

２） 米倉豊子：内科的疾患に対する作業療法．原，鈴木・編，作業療法各論（リハビリテーショ

ン医学全書 10），医歯薬出版，東京，1978，pp. 393-406．

３） Witt A. Cermak S. Coster W：Body part identification in 1-to 2-year-old children. 

Amer J Occup Ther 44：147-153, 1990.

⑦　図・表は以下の点に留意してください．

・ 図・表はA４判 1/4 程度にサイズを統一し，鮮明なものを準備してください．

・ 写真（図として扱う）はカラー写真より白黒写真の方が綺麗に仕上がります．図・表は全て表題

をつけ，それぞれを本文とは別にまとめてください．図は表題の他に説明もつけ，文字の大きさ

は 10.5p 程度（見やすいこと），種類はMSゴシック体に統一してください．

６．著者校正について

　　著者校正は原則として１回とします．

７．著作権について

本誌に掲載される論文（写真，図，表を含む）に関する国内外の一切の著作権（「翻訳権，翻案権等

二次的著作権」ならびに電子的使用を含む」）は，一般社団法人宮城県作業療法士会に属するものとし

ます．著作者ご自身のこれらの権利を拘束するものではありませんが，再利用する場合には，出典（論

文誌名，巻号ページ，出版年）を記載ください．

８．別刷について

別刷は有料です．ご希望の方はその旨を担当者へお伝え下さい．価格は印刷ページ数，冊数によっ

て異なりますので，編集委員会へお問い合わせください．

９．投稿手続きについて

投稿を希望する場合には，事前に以下の情報を下記の投稿申込先にメールでお申込みください．

①メールの件名：みやぎ作業療法投稿希望

②氏名

③所属

④所属先住所・電話番号

⑤メールアドレス（投稿者と連絡がとれるもの）

申込を確認後，学術部担当者から投稿者本人へ原稿に設定するパスワードや原稿送付先アドレスな

どを記載した書類を郵送いたします．原稿のファイルにはお送りしたパスワードを設定した上でデジ

タルデータを原稿送付先へメールでお送りください．なお提出された原稿は返却しませんのでご了承

ください．

　　【投稿申込先】

一般社団法人宮城県作業療法士会事務局

  一般社団法人宮城県作業療法士会学術部（miyagiot_gakujutubu@yahoo.co.jp）
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１．原稿の種類と枚数について

[研究論文 ]

実験，調査，臨床経験などから得られた独創的で斬新な知見を含む結果の考察及び記述を求めます．

論文の形式は原則として，はじめに，方法，結果，考察，結論として下さい．論文の長さは，本文，文献，図・

表合わせて 400 字詰原稿用紙 20～ 30 枚とし，図・表は１枚１点で 10 枚以内，１枚は仕上がり 1/4

頁程度の大きさとします．

[ 短報 ]

独創性のある所見，見解の速やかな発表を期待する研究報告です．必ずしも論文の形式にまとまっ

ていなくても結構です．論文の長さは，本文，文献，図・表合わせて 400 字詰原稿用紙８～ 10枚，図・

表は１枚１点で３枚以内とし，大きさは研究論文に準じます．

[ 事例報告 ] 

形式は，はじめに，事例紹介，考察，結論などの項目を立ててまとめてください．論文の長さは，本文，

文献，図・表合わせて 400 字詰原稿用紙 10 ～ 16 枚，図・表は１枚１点で５枚以内とし，大きさは

研究論文に準じます．

[ 実践報告 ]

特色ある作業療法実践や，施設，勉強会，地域などで取り組まれている活動などについての報告です．

形式は問いません．論文の長さは，本文，文献，図・表合わせて 400 字詰原稿用紙 10～ 16 枚，図・

表は１枚１点で５枚以内とし，大きさは研究論文に準じます．

２．著者ならびに投稿にあたって

本誌への投稿は本会の会員に限ります．但し，編集委員会の決定により，会員外の著者に原稿を依

頼することがあります．なお著者の数は原則として５名までとします．他誌へ発表された論文，また

は投稿中のものは掲載をお断りします．

３．原稿の採否について

原稿の採否は編集委員会によって決定します．場合により，加筆，修正をお願いすることがあります．

また編集委員会の責任において，多少の字句の訂正をすることがありますので，あらかじめご了承く

ださい．

４．倫理性について

論文として記載される研究は，調査・研究の倫理的原則に従ったものである必要があります．事例

記述の際には，対象者の権利を尊重し，匿名性に配慮してください．また，発表に際して対象者から

同意を得たことあるいは，所属機関等の倫理審査を経ている場合はその旨を本文中に記載してくださ

い．

５．執筆要領について

①　基本的に原稿はパソコン（Windows）で作成し，デジタルデータを提出していただきます．アプ

リケーションは，本文は Microsoft Word，図・表・写真は Microsoft Word もしくは Microsoft 

Excel を使用して作成してください．また，写真は jpeg データでメールに添付も可能です . 日本

語表記は MS 明朝体の全角文字，数字及び英語表記は Century の半角文字を使用してください．

なお，句読点は全角の「，」「．」を使用してください．

②　論文は表題頁，要旨，本文，文献，図・表からなるものとします．

③　表題頁には表題，著者名，所属，キーワード（内容に関連すると思われるもの３つ程度）を記載

してください．

④　すべての論文に 300 字以内の和文要旨をつけてください．

⑤　文章表現は以下の点に留意してください．

・ 現代かなづかいとし，数字は算用数字，数量は国際単位系（SI 単位）記号を用いてください（例：

m，cm，mm，ml，kgなど）．

・ 外国人の人名には原語を用いてください．

・ 術語はできるだけ訳語を用い，必要に応じて（　）内に原語を入れてください．日本語化して

いるものはカタカナを用いてください．

⑥　文献リストは引用文献のみとし，引用順に文末に掲げてください（文献は原稿の規定枚数内にお

さめてください）．本文中においては，必ず引用箇所の右肩に○○○○１），○○○○１）～４）のように

肩番号を付してください．著者は３名までとし，４名以上は“他”とすることを原則とし，表記

の形式は以下の例にならってください．

　　　　―例―

１）岩間孝腸，原　英修，清水　一：座位保持機能未獲得な重症心身障害児の姿勢と感覚遊び

刺激に対する反応．作業療法 11：358-365，1992．

２） 米倉豊子：内科的疾患に対する作業療法．原，鈴木・編，作業療法各論（リハビリテーショ

ン医学全書 10），医歯薬出版，東京，1978，pp. 393-406．

３） Witt A. Cermak S. Coster W：Body part identification in 1-to 2-year-old children. 

Amer J Occup Ther 44：147-153, 1990.

⑦　図・表は以下の点に留意してください．

・ 図・表はA４判 1/4 程度にサイズを統一し，鮮明なものを準備してください．

・ 写真（図として扱う）はカラー写真より白黒写真の方が綺麗に仕上がります．図・表は全て表題

をつけ，それぞれを本文とは別にまとめてください．図は表題の他に説明もつけ，文字の大きさ

は 10.5p 程度（見やすいこと），種類はMSゴシック体に統一してください．

６．著者校正について

　　著者校正は原則として１回とします．

７．著作権について

本誌に掲載される論文（写真，図，表を含む）に関する国内外の一切の著作権（「翻訳権，翻案権等

二次的著作権」ならびに電子的使用を含む」）は，一般社団法人宮城県作業療法士会に属するものとし

ます．著作者ご自身のこれらの権利を拘束するものではありませんが，再利用する場合には，出典（論

文誌名，巻号ページ，出版年）を記載ください．

８．別刷について

別刷は有料です．ご希望の方はその旨を担当者へお伝え下さい．価格は印刷ページ数，冊数によっ

て異なりますので，編集委員会へお問い合わせください．

９．投稿手続きについて

投稿を希望する場合には，事前に以下の情報を下記の投稿申込先にメールでお申込みください．

①メールの件名：みやぎ作業療法投稿希望

②氏名

③所属

④所属先住所・電話番号

⑤メールアドレス（投稿者と連絡がとれるもの）

申込を確認後，学術部担当者から投稿者本人へ原稿に設定するパスワードや原稿送付先アドレスな

どを記載した書類を郵送いたします．原稿のファイルにはお送りしたパスワードを設定した上でデジ

タルデータを原稿送付先へメールでお送りください．なお提出された原稿は返却しませんのでご了承

ください．

　　【投稿申込先】

一般社団法人宮城県作業療法士会事務局

  一般社団法人宮城県作業療法士会学術部（miyagiot_gakujutubu@yahoo.co.jp）
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